
11 出場人数における対局回数設定についての細則 

 

全て決勝ラウンドで最終確定順位とする。選手番号は事前に専門委員により厳正に抽選し決定する。 

〈６名(６校)以下の場合〉 

・総当たり対局を行い以下の優先順位にて決定する。 

・１ 勝ち数 ２ 直接対戦の勝ち ３ 各選手個々の勝ち数合計(団体のみ) ４ 抽選 

〈７名(７校)の場合〉 

・スイス式トーナメント４回戦を行う。 

・最終成績で同ポイントの選手(表彰にかかわる)が２名の場合は、直接対局の結果での勝利者を上位と

する。直接対局をしていない場合は直接対局を行い順位決定する。 

・最終成績で同ポイントの選手(表彰にかかわる)が３名以上の場合は、選手番号の小さい者を上位とす

る。 

〈８名(８校)以上の場合３２名(３２校)以下まで〉 

・スイス式トーナメント５回戦を行う。 

・最終成績で同ポイントの選手(表彰にかかわる)が２名いた場合は、直接対局の結果での勝利者を上位

とする。直接対局をしていない場合は選手番号の小さい者を上位とする。 

・最終成績で同ポイントの選手(表彰にかかわる)が３名以上の場合は、選手番号の小さい者を上位とす

る。 

〈３３名(３３校)以上の場合〉 

・６４名(６４校)までは６回戦、６５名(６５校)以上は７回戦のスイス式トーナメントを行う。 

・最終成績で同ポイントの選手(表彰にかかわる)が２名いた場合は、直接対局の結果での勝利者を上位

とする。直接対局をしていない場合は選手番号の小さい者を上位とする。 

・最終成績で同ポイントの選手(表彰にかかわる)が３名以上の場合は、選手番号の小さい者を上位とす

る。 

※附則事項 

①同校選手の不対局について１６名までは設定をしない。 

②１７名以上の場合、スイス式トーナメント５回戦は１回戦まで、同じく６回戦、7 回戦は２回戦まで

同校選手の対局を避けることを原則とする。なお、スイス式対局の組み合わせが出来ない場合はこの原

則を除外する。これは高校竜王戦北海道大会と全道新人大会に適用するものとする。 

③欠席者がいた場合はその時点での出場数に合わせた対局とする。 

④全道高校将棋選手権については別途大会要項に規定する。 
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